
土器の時期

集落域の復元

まとめ

落の動向を考える上で重要である。今後付近において調査が行われれば、より詳しい状況

が判明するものと期待される。

4.弥生後期

今回の調査において、弥生時代後期の集落を囲む二重の環濠が確認されたことは、大 き

な成果である。

この時期の遺物は、土器類を中心に環濠内、住居址等から多量に出土した。これらの遺

物の時期については、これまで詳しく述べていないが、以下出土した土器から、時期を考

えたい。まず、内側環濠であるSD01第 3層 の上器群から出上した土器について見る。

壷のうち、広口壷については体部が中位で膨 らむ扁球形のものが多 く、球形化には至って

いない。また、二重回縁壷も見受けられず、大型の長頚壷194も 残っている。やや小型の

長頚壷 1951よ、肩部と口頚部との境の屈曲は明瞭である。奏についてみると、器形はほと

んどのものが、体部上半に最大径をもつものである。また外面の調整についてみると、

202や203の ように外面全面をハケ等でタタキの痕跡を消すものが存在し、またそれ以外の

奏でも体部外面下半をハケもしくはナデによってタタキの痕跡を消すものが多い。また、

口縁端部は面を持つものがほとんどである。高郭についてみると、脚部はすべて中空のも

ので、中実のものは存在しない。また、郭部に稜を持つタイプのものでは、口縁部が短 く

また外反度も少ない。以上の特徴から、後期前半のうちの新 しい段階に位置付けられる。

このことは、高郭239が高槻市芝生遺跡大溝上層出上の高必 m)と 同じ形態であり、この芝

生遺跡大溝上層の上器は森田氏の編年 (〕 による摂津V-3に 位置付けられていることか

らも醜船はない。

次に、住居址出上の上器について見ると、まとまって遺物が出土したのは、 SB01・

S B04・ SB08で あるが、 SB04で は細頚壺112が見 られる。また、高邦の脚部も中

実のものが存在する。 SB04で は、琢部に稜を持つ高郭の口縁部はSD01に 比べ外反

度が大きい。 SB08で は、手焙形土器158が存在 し、長頸壺1431ま 体部と口頭部の境は緩

やかである。これらの諸特徴から、これらの竪穴住居の上器は、後期後半の初頭に属する

と考えられ、森田氏の編年のⅥ-0か らⅥ-1の時期に位置付けられる。

SD01第 3層 出土の上器は、 SD01が 半分程度埋まった状態での出土状況であるこ

とから、 SD01が 掘られた後、暫 く経過した時期のものである。また、竪穴住居から出

土した土器は住居の廃絶時期ないしは廃絶後少 し時間が経過した後に入れられたものであ

る。以上のことから、熊内遺跡における弥生時代後期の環濠集落は、後期前半の中ごろか

ら新しい時期に始まり、後期後半の早い段階でその営みを停止したものと考えられ、比較

的短期間の集落と言える。

熊内遺跡内においては、今回の調査地の東側でこの時期の竪穴住居等が発見されてお り、

集落域が東に広がることは確認されていた。また、第2次調査で確認された滞 SD-01■ 0

を今回見つかったSD01と 同一のものとすると、この環濠は等高線にほぼ沿って円弧を

描いている。明治期の地形図や、現状の地形を見ると、扇状地の頂部は今回の調査地の東、

約100mぐ らいのところにあるようである。この頂部を集落の中心と考え、ほぼ等高線に

沿って環濠が掘 られたとすると、熊内遺跡は直径約200～300mの環濠集落に復元される。
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5口 古墳時代前期

今回の調査では、熊内遺跡内では初めて古墳時代前期の竪穴住居も確認された。この時

期の竪穴住居は、弥生時代後期に比べると住居間の距離が離れており、散在的に存在する。

時期はSBll・ SB07は 布留式の古段階、SB05は 布留式の中段階と考えられ、 4

世紀の初めから中頃にかけての集落であると考えられる。

6.古墳時代後期

古墳時代後期の遣構として、土壊墓・木棺墓が合計 4基確認された。これらの墓は地表

面に直接墓媛を掘り込み、盛土や周滞等の外表施設は伴わないものである。熊内遺跡の西

側にはかつて横穴石室を主体部とする二宮町古墳群 Qつ が存在した。このことから、墳丘

を持った古墳を造る区域と墳丘を持たない墓の区域が分かれていたと考えられる。このこ

とは、その被葬者のなんらかの差異を表していると考えられ、この地域の古墳時代後期に

おける墓制を考える上で今後の課題となる。
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I(-5ェ ー10を除く)・ Ⅲ  註

(1)縄支時代中期末から後期の上器については、矢野健一氏、丹治康明氏、中村大介氏、平田朋子氏からご教示いただ

いた。記して深謝いたします。

(2)高松龍暉ほか「小路頃オノ木遺跡」F兵庫考古』17 1982

(3)玉 田芳英「中津・福田KⅡ 式土器様式」『縄文土器大観 4 後期 晩期 続縄文』1989小学館

(4)岩崎二郎「仏並71-ODの縄文土器」F(財 )大阪府埋蔵文化財協会研究紀要」 1 1988(財 )大阪府埋蔵文化財協会

千葉 豊「西日本縄文後期土器の二三の問題一瀬戸内地方を中心とした研究の現状と課題―」『古代吉備』 第14集  1992

(5)田辺昭三『陶邑古窯址群 I』  1966 平安学園考古学クラブ

田辺昭三『須恵器大成』 1981 角川書店

(6)鉄鏃の形式名は杉本秀宏氏の分類による

杉本秀宏「古墳時代の鉄鏃について」『橿原考古学冴究所論集8』 1988吉川弘文館

(7)浅 岡俊夫編『神戸市東灘区 西岡本追跡』2001六 甲山麓遺跡調査会

(8)安田滋・藤井太郎「雲井遺跡 第4次調査」F平成3年度神戸市埋蔵文化財年報』1994神 戸市教育委員会

(9)矢野健一「兵庫県の縄文時代住居の概要」『第1回関西縄文文化研究会 関西の縄文住居 発表要旨・資料集』1999

関西縄文文化研究会

(10)『第1回関西縄文文化枡究会 関西の縄文住居 発表要旨・資料集」1999関西縄文文化研究会

(11)森 田克行「摂津地域」『弥生土器の様式と編年 近畿編Ⅱ』1990木耳社

(12)註 (11)と 同じ

(13)浅 岡俊夫編 F神戸市中央区熊内遺跡―第2次調査―J1996六 甲山麓遺跡調査会

(14)木村次雄・小林行雄「銀子礎見の神戸市生田町古墳」F考古学雑誌』第20巻第6号 1930 考古学会

表12 熊内遺跡石材鑑定一覧表

物
号

遺
番

R番号 出土地区 出土層位 遺物名
空中重量

(Fr)

水中重量
(冨 )

備
でＣｍ３Ｊ

比 重 石材名

R_997 C-3 SK334 磨 石 240.6 閃緑岩

R-384 D‐8 SB01 台 石 17640 10880 2.611 筒閃緑岩

R-308 F‐10 SB04 砥 石 1061.9 砂 岩

R587 A-2 SB08 ■

'雷

投 弾 斑レイ岩

R‐590 A-2 SB08 ■

'雪

投 弾 257.6 2.67 閃緑岩

R‐772 A‐2 SB08 投 弾 593 2.69 閃緑岩

R-612 B-3 SB10 下層 2.61 流紋岩

R-1011 B-3 SB10 ヽ
牙写 6220 2.61 斑状花前閃緑岩

R‐ 1012 F-11 SB13 ,牙写 3540 花間岩

259 R-134 D‐ 10 SD01 第 1 石 95,9 65,3 砂 岩

R385 D-10 SD01 第 2 ,刃巨 6440 芦

R329‐ 1 T3_5 SD01 第 2 2.561

R329-2 R_5 SD01 第 2 ス コ リア

R-766 E_1 SD01 第 3 42.3 ,Aク 〉党]

257 R_445 D_10 Rnnl 節 ク～ R層 磨 石 665 251.5 Z.64 1 岩

R_467 C‐8 SD01 第 3層 磨 石 552,3 353.7 2,781

255 R_469 B‐7 SD01 第 3層 下半 砥 石 1352.2 2.791 ,緑岩

R‐397 n_ln SD01 第 4層 磨 石 157.2 103.2 2.911 レイ岩

256 R477 C‐8 SD01 第 4層 磨 石 535,2 2.48 砂 岩

R-829 E― ll SD01 軽 石

R_RAR D‐ 10 SD05 第 2層 80.7 スコリア

R-279 B-10 SD05 第 5層 砥 石 77.2 結晶片岩

R-783 B‐ 7・ 8 SD05 第 5層 砥 石 171.6 123.2 砂 岩

R-280-1 BoC‐9'10 SD05 第 5層 磨 石 斑状花蘭閃緑岩

R‐ 280‐ 2 B・ C-9'10 SD05 第 5層 磨 石 540 閃緑岩

R-280‐3 B,C-9・ 10 SD05 第 5層 2.67 花間閃緑岩

R-280-4 B・ C-9。 10 SD05 第 5姫 2104 花闘閃緑岩

R-280-5 B・ C‐ 9・ 10 SD05 第 5 67.5 42.2 花闘岩

R-526 C‐3 &細砂 17.6 2.56 砂 岩

303 R‐512 C-2 125.3 79.5 21塁壁土
304 R‐515 C‐2 :血 1568.2 _2.69    1

R‐555 B‐2 ユ細 砂 57.7 2.371

305 Rも68 B‐3 ζ細砂 165.6
'7A

岩

R‐388 C-6 SK10 管 玉 緑色凝灰岩
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第 1遺構面 全景 (北 から)
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第 1遺構面 全景 (南東から)

第 1遺構面 全景 (北西から)
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第 1遺構面 全景 (北東から)
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